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学位論文の内容の要旨  
 
 牛の第四胃変位は，乳牛の周産期疾患として，これまで多くの研究報告がある。一

方，肥育牛については，その発生は，近年大規模農場を中心に増加傾向にあるが，詳

細な研究は極めて少ない。肥育牛における第四胃変位の発生要因は，肉質を重視した

飼養管理および牛群の大規模化による飼養管理の合理化が原因として推察される。そ

こで，肥育牛における第四胃変位の病態，発生機序および予後判定に関する因子を調

査することを目的に，以下 3 章にわたり，肥育牛における第四胃変位の発生状況を調

べ，第四胃変位の病態を臨床所見，臨床生化学的検査および第四胃液の性状について

解析を試みた。さらに，第四胃変位発症後の術後予後判定に関する要因について検討

を加えた。  
第Ⅰ章では，肥育牛における第四胃左方変位と右方変位の発生状況および臨床所見

の特徴を明らかにする目的で，宮城県管内で発生した肥育牛における第四胃変位につ

いて，診療カルテを基に解析した。その結果，大規模肥育農場を中心に第四胃変位が

多発傾向にあり，左方変位の発症時期は，血中ビタミン A 濃度の低下月齢とほぼ一致

していた。したがって，肉質を向上させる目的で行われている飼料中のビタミン A の

制限給与が，第四胃変位の発生に大きく関与しているとことが考えられた。発生頻度

は，交雑種（F1）が黒毛和種（JB）よりも高く，左方変位が右方変位に比べて著しく
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高かった反面，死亡例は右方変位の方が高かった。右方変位では，併発した合併症が

死亡に関連していると考えられ，治療回数も多かった。また，血清生化学検査結果か

ら右方変位では，捻転に伴う電解質の低下が症状の重篤化に繋がったと推察された。

治療法は，外科的整復手術が有効であることが再確認された。  
第Ⅱ章では，JB と F1 牛における第四胃左方変位の病態および臨床所見の特徴を比較

する目的で，左方変位と診断された両品種を用いて，初診日に，血液および血清生化

学検査を行った。また，整復手術前後の臨床所見および転帰を調べ，両品種間で差異

があるか調べた。さらに，発生頻度が高かった F1 牛の左方変位手術時に得た第四胃液

を用いて，性状（pH, ヨウ素デンプン反応および細菌検査）について検討した。その

結果，血液および血清生化学検査では F1 牛は，JB 牛に比べ有意差を示す検査項目が多

く認められ，病態の程度とよく一致し，F1 牛では，若齢時より肥育用配合飼料が多給

されるためと考えられた。発生機序としては，デンプン割合の高い配合飼料とともに

ビタミン A 制限飼料の長期給与が，第四胃液の性状異常（pH の低下，第一胃由来の未

消化デンプン小球と 4 種の細菌の流入），運動の停滞を招き，変位が誘発されたと考え

られた。  
第Ⅲ章では，肥育牛の第四胃左方変位における整復手術後の予後に関与する因子を

調べることを目的に，発生頻度の高い F1 牛の左方変位における手術前後の血漿および

血清生化学検査データの再現性を検討した。その後，グルコース負荷試験を行い，血

液生化学パラメータの中で血漿グルコースと血清インスリンが予後判定因子になりう

るか検討した。F1 牛の左方変位において，術後予後不良牛のみで，整復手術前後に血

漿グルコースが高値を示し，予後良好牛に比べ，血清インスリンが低値を示した。グ

ルコース負荷試験では，左方変位牛において，健康牛に比べ，血清インスリンが負荷

60 分後に低値を示し，血漿グルコースが負荷 90 分後に高値を示した。これは左方変位

牛では，膵臓 β 細胞の機能低下に由来するためと推測された。得られた結果を合わせ

考えると，整復手術前後の血漿グルコースと血清インスリンの測定は，術後予後判定

因子に利用できると判断された。  
以上，肥育牛における第四胃変位は大規模肥育牛群を中心に増加していた。特に， F1

牛では，JB 牛に比べ，左方変位の発生頻度が高く，かつ臨床生化学的変化が顕著であ

った。この理由として，低エネルギー状態と血清グルコース濃度の上昇およびビタミ

ン A 欠乏状態にあること，第一胃由来の未消化デンプン小球および細菌の流入と強酸

性化による第四胃の運動性の低下とアトニーが誘因になることが示唆された。また，

整復手術後の予後判定には，血漿グルコースと血清インスリン濃度が利用できること

が明らかとなった。  
 
 

審 査 結 果 の 要 旨 

 

申請者は，日常診療において，大規模肥育牛群では，気管支炎，肺炎あるいは肝炎

とともに第四胃変位に遭遇する機会が多いことに気づき，本論文において，肥育牛の



 

第四胃変位の病態，発生機序および術後予後判定に係わる因子を明らかにすることを

試みた。  
まず，発生状況を把握する目的で，診療管内でのカルテを基に，第四胃変位発症の

回顧的解析を行い，血中ビタミン A 濃度の低下と第四胃変位発症との間に高い相関が

あることを見出した。また，交雑種（F1）は，黒毛和種（JB）に比べ発生頻度が高い

こと，右方変位は，左方変位に比べて，頻度は低いものの，症状が重度で死亡率が高

いことを明らかにした。この原因として，右方変位では，捻転発生に伴い電解質が顕

著に低下することを示した。  
次に，第四胃左方変位と診断された F1 と JB 牛を用いて臨床学的特徴および病態の

程度を比較し，品種差の有無を調べた。F1 牛は，JB 牛に比べ，生化学検査において有

意な変動を示す項目が多く，F1 牛での発生頻度が高いことを裏付けるものであった。

また，変位整復手術時に得た F1 牛の第四胃液の性状を調べたところ，pH の低下，第一

胃由来の未消化デンプン小球の出現および 4 種の細菌の流入を確認した。これら結果

より，左方変位の発症には品種差があり，発生機序として，F1 牛では，若齢より配合

飼料が多給され，ビタミン A 制限飼料の長期給与と相俟って，変位が誘発され易いこ

とを明らかにした。  
最後に，整復手術後の予後に関与する因子を調べるために，F1 牛の左方変位におけ

る手術前後の血漿および血清生化学検査データを解析した。その後，グルコース負荷

試験を行い，血漿グルコースと血清インスリンが術後の予後判定因子になりうるか調

べた。F1 牛の左方変位において，整復手術前後に，術後予後不良牛のみで，血漿グル

コースが高値を示すとともに，血清インスリンが低値を示した。グルコース負荷試験

では，変位牛においてのみ，グルコース負荷後に血清インスリンが低値になること，

逆に血漿グルコースが高値をなることを明らかにした。このことより，F1 牛の左方変

位では，膵臓 β 細胞の機能低下が関与していると考察した。また，整復手術前後の血

漿グルコースと血清インスリンの測定は，術後予後判定因子として利用できると判断

した。  
 

以上について，審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合獣医学研究

科の学位論文として十分価値があると認めた。 
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